




1 序言 

HLA 抗原と各種疾患との相関あるいは連鎖に関する報告は、過去 15 年間に数多くなされて

きた。しかしながら、両者の相関のメカニズムに関する研究は少なく、多くの臨床研究は

表面的な統計処理に終始したと言わざるをえない。今回腎炎の発症、重症度、治療に対す

る反応などに影響する遺伝的要因を探る一手段として HLA 抗原の研究を開始するにあたり、

過去の研究を整理しなおし、効率の良い研究計画を立案したいと考える。 

HLA 抗原系が疾患感受性と相関するメカニズムとして最も有力視されている説は、HLA 抗原

系遺伝子と近接して存在する免疫応答を支配する遺伝子群によるものとする考え方である.

これらの遺伝子群は「免疫応答遺伝子」、「免疫抑制遺伝子」と呼ばれ、外来の抗原に対し

特異的であり、遺伝学的には抑制遺伝子の方が応答遺伝子より優性であることなどが知ら

れている。 

本報告では、これまでわれわれが明らかにしてきたHLA 抗原系および免疫応答関連遺伝子

群と疾患感受性の相関について、風疹ウィルスをモデルとした研究により整理してみたい。 


